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■海外情報 

★IEA ブレークスルー・アジェンダレポート 2025《概要》（IEA  Breakthrough 

Agenda Report 2025） 

各分野の移行を加速するためのより強靭な国際協力に向けて 

 
出典：https://www.iea.org/reports/breakthrough-agenda-report-2025 
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国際エネルギー機関（IEA） 
IEA はエネルギーに関する国際的な対話の中⼼的存在であり、各国が安全で持続可能なエネルギーをす
べての⼈に提供できるよう、権威ある分析、データ、政策提⾔、そして現実的な解決策を提供している。
IEA は、あらゆる燃料とあらゆる技術を網羅したアプローチを採⽤し、エネルギーの信頼性、経済性、持
続可能性を⾼める政策を提⾔している。 
再⽣可能エネルギー、⽯油、ガス、⽯炭の需給、エネルギー効率、クリーンエネルギー技術、電⼒システ
ムと市場、エネルギーへのアクセス、需要側管理など、幅広い問題を網羅的に検討している。2015 年以
降、IEA は主要な新興経済国に⾨⼾を開き、世界的な影響⼒を拡⼤し、協⼒を深めている。 
 

国連気候変動ハイレベル・チャンピオン 
COP21 で委任され、COP 議⻑国によって毎年任命される気候ハイレベル・チャンピオンは、都市、地
域、企業、投資家、先住⺠、そして市⺠社会が主導する⾃主的な解決策と政府を結びつけることで、野⼼
的な気候変動対策を推進している。彼らは、マラケシュ・パートナーシップ 5 カ年計画、Race to Zero や
Race to Resilience といった主要キャンペーン、そして現在進⾏中のアクション・アジェンダ（グローバ
ル・ ストックテイクの成果達成に向けて⾮国家主体を連携させるための統⼀ロードマップ）の実施を監
督する。ニガー・アルパダライ⽒とダン・イオシュペ⽒が、COP29 と COP30 の現在の気候ハイレベル・
チャンピオンを務めている。 
 

この報告書について 
COP26 で開始されて以来、ブレークスルー・アジェンダは、国連気候変動枠組条約（UNFCCC）の締約
国会議（COP）を中⼼とする年次協⼒プロセスとして定着している。現在、世界の GDP の 80%以上を
占める 60 カ国以上、そして主要な排出セクター間の連携強化に取り組む 150 以上のイニシアチブによ
って⽀えられている。クリーン技術と持続可能な慣⾏をより多く実現するための画期的な⽬標を承認す
ることができる。各国は、2030 年までに、電⼒、道路輸送、⽔素、鉄鋼、セメント、建築の各分野で、
代替⼿段よりも⼿頃な価格で、アクセスしやすく、魅⼒的なものになる。 
 
ブレークスルー アジェンダは、これらの⽬標に向けた進展を追跡し、進歩を加速するためにさらに協調
的な国際的⾏動が緊急に必要な分野を特定し、これらの移⾏をより迅速、安価、かつすべての⼈にとって
容易なものにするために、これらの特定の優先事項の背後で官⺠の国際的⾏動を活性化するための年間
サイクルを確⽴する。 
 
このサイクルを開始するため、世界の指導者たちは IEA と気候ハイレベルチャンピオンに、より強⼒な
国際協⼒が必要な分野について独⽴した証拠ベースと専⾨家の勧告を提供するための年次ブレークスル
ーアジェンダ報告書を作成するよう指⽰した。 
報告書には、2022 年から 2024 年にかけての定義、基準と認証、需要の創出と管理、研究とイノベーシ
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ョン、⾦ 融と投資、インフラ、貿易条件などの分野におけるこれらのセクター全体の国際協⼒の状況に
関する詳細な評価が含まれていた。 
 
ブレークスルー・アジェンダ報告書 2025（年次シリーズの第 4 弾）は、これまでの報告書とは異なるア
プローチを採⽤しており、セクター別の詳細な評価は含まれていない。その代わりに、今年の報告書は、
詳細な進捗評価の背後にある⽅法論の強化に重点を置き、深掘りを通して協⼒の実例を⽰し、肥料に関
する新たな章を設けている。 
 
 

はじめに 
低排出エネルギー技術の世界的な導⼊は急速に進んでいる。低排出源による発電量は、2024 年に初めて
世界全体の 40%を超えた。再⽣可能エネルギー、原⼦⼒、送電網、貯蔵、低排出燃料、そして電化への
資本フローは新たな記録を更新しており、2025 年には約 2.2 兆⽶ドルに増加すると予想されている。過
去 1 年間で、低排出エネルギー技術への資本フローが実現すれば、迅速な規模拡⼤が可能であることが
⽰された。これは、共通のビジョン、政策⽀援、そして移⾏のスピードを決定づける協調的なアプローチ
によって可能になる。 
 
グローバル・ストックテイクへの対応には、各国政府、⺠間セクター、銀⾏、国際機関、その他の⾮国家
主体による強⼒な国際協⼒が不可⽋である。いかなる国や主体も単独では達成できないからである。責
任の共有、共同で策定された枠組み、技術協⼒、政策の整合性、資⾦動員、知識共有、そして能⼒構築は、
イノベーションを加速し、コストを削減する。協調的な⾏動は、集団的な野⼼を⾼め、レジリエンスを強
化し、すべての⼈にとって包摂的で公平な成果を⽣み出す。 
 
2025 年ブレークスルー・アジェンダ報告書（年次報告書シリーズの第 4 弾）は、各国がブレークスルー・
アジェンダの⽬標達成に向けてどのように前進を続けられるかを概説している。この⽬標は、2030 年ま
でに、電⼒、⽔素、道路輸送、鉄鋼、セメント、建築という 6 つの主要な排出セクターにおいて、クリー
ンテクノロジーを最も⼿頃な価格で、アクセスしやすく、魅⼒的な選択肢にすることである。本報告書
は、バクーで開催された COP29 で発表された 2025 年に向けた優先国際⾏動計画（PIPIA）の実施状況
を評価し、政府と⾮政府主体間の連携が成功した証拠を⽰している。 
 
本報告書は、2030 年までに各セクターにおける効果的かつ実践的な協⼒のあり⽅を定義する、具体的か
つ実施重視の「成功ステートメント」と、進捗状況のモニタリングを⽀援する定量的指標と定性的な事例
を組み合わせた指標を追加している。また、肥料の持続可能な⽣産と利⽤を⽀援するための国際協⼒に
焦点を当てた新章も追加している。最後に、サプライチェーン、送電網と地域間相互接続、道路貨物回廊、
そしてゼロエミッションに近い鉄のオフテイク契約について詳細に分析し、国際協⼒の成功事例を紹介
している。 
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ブレークスルー・アジェンダのプロセスは、低排出技術の拡⼤における国際協⼒の現状と、更なる取り組
みが最も必要な分野を明確に⽰している。これらの年次評価では、実践的な協⼒の機会が⼗分に活⽤さ
れていないことが⼀貫して指摘されています。パリ協定の⽬標達成には、資⾦、技術、貿易といった最も
喫緊の課題に各国が共同で取り組むよう呼びかけるリーダーシップが不可⽋である。 
 
進歩は明らかであるが、気候変動対策の⽬標達成は保証されておらず、国際協⼒を継続的に活⽤するこ
とが重要である。持続可能性は収益性の⾼いものにする必要があり、参加型アプローチを優先する必要
がある。適応性とレジリエンスを備えたインフラへの投資は不可⽋であり、その実現に向けて資源を動
員する必要がある。気候変動対策を加速するには、政府、企業、投資家、市⺠社会のあらゆるレベルにま
たがる国際的なパートナーシップが不可⽋であり、私たちはブレークスルー・アジェンダの⽬標達成に
向けて引き続き協⼒していく。 
 
Dr Timur Gül 
Chief Energy Technology Officer 
International Energy Agency 
 
Ms Nigar Arpadarai 
COP29 Climate High-Level 
Champion 
 
Mr. Dan Ioschpe 
COP30 Climate High-Level 
Champion 
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概 要 
現在の状況における国際協⼒の価値 
的確にターゲットを絞った国際協⼒は、排出量削減や低排出技術・ソリューションの導⼊に向けた国内
努⼒を強化することができる。各国、企業、そして国際的なイニシアチブが連携することで、基準の調和、
需要の集約、資⾦動員、そして市場の動きといった、単独ではほぼ不可能な形での実現を可能にする独⾃
の⽴場を築くことができる。地政学的緊張と経済の不確実性は、国際協⼒のレジリエンス（回復⼒）を試
す⼀⽅で、世界市場の分断や排出量削減に向けた⾏動の遅延を回避する上で、国際協⼒の重要性を改め
て浮き彫りにしている。したがって、本報告書は、各国が経済発展⽬標の達成と経済移⾏を促進する形で
協⼒するための、多くの実践的な機会を特定している。 
 
ブレークスルー・アジェンダは、協調的な⾏動が最も必要とされる分野を特定するための枠組みとして
機能している。2021 年に開始されたブレークスルー・アジェンダは、61 か国と 150 以上のイニシアチブ
によって⽀持されており、7 つの主要経済セクター（電⼒、⽔素、道路輸送、鉄鋼、セメント・コンクリ
ート、建築、農業）にまたがっている。参加者は、協調的なプロセスを通じて、2030 年までにクリーン
テクノロジーと持続可能なソリューションを各セクターにおいて最も⼿頃な価格で、アクセスしやすく、
魅⼒的な選択肢にすることを⽬指している。 
 
今年の報告書では、成功をどのように測定すべきかを再考し、実際的な協⼒とはどのようなものかを⽰
している。肥料分野における国際協⼒は、農業ブレークスルーにおけるこれまでの取り組みを基盤とし
て特に重点的に取り上げられており、鉄鋼、トラック、電⼒網、サプライチェーンの多様化といった分野
において、協⼒を強化できる分野を深く掘り下げた章も設けられている。 
 

連携の進捗状況の測定と成功を定義する必要性 
ブレークスルー・アジェンダの⽬標は、各セクターにおいて野⼼的なビジョンを掲げている。ブレークス
ルー・アジェンダに参加する各国および⾮国家主体は、2030 年までに各セクターにおけるクリーンな選
択肢が化⽯燃料の選択肢よりも⼿頃な価格で、アクセスしやすく、魅⼒的になる転換点を⽰す⽬標に合
意する。 
 
年次勧告は、協⼒を導くための⽅向性を⽰している。採択以来毎年、ブレークスルー・アジェンダ報告書
は、2030 年の⽬標達成に必要な条件を概説し、温室効果ガス排出量の多いセクターにおける国際協⼒の
現状を評価し、エネルギー転換を加速するための⾏動に関する提⾔を⾏ってきた。これらの年次勧告は、
年間を通じた協⼒の取り組みの⽅向性を⽰す上で役⽴つ。 
 
ブレークスルー・アジェンダの⽬標を⾏動に移すには、成功に向けた共通の測定可能なビジョンが必要
である。年次勧告では、これらの⽬標達成に必要な短期的な⾏動を特定しているが、今年は各セクターに
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ついて「成功ステートメント」を提案します。これは、ブレークスルー・アジェンダの野⼼的な 2030 年
⽬標の達成が何を意味するのか、より深く理解するためのものである。各ステートメントは定量的な指
標と定性的な事例と対⽐され、進捗状況の測定を明確に⽰している。成功ステートメントは、ブレークス
ルー・アジェンダのプロセスに既に組み込まれている年次勧告と評価サイクルを補完するツールとして
機能することを⽬的としている。この勧告と成功ステートメントという 2 つのアプローチは、モニタリ
ングをより包括的にし、セクター横断的な進捗を促進するのに役⽴つ可能性がある。 
 

実践的な事例が⽰す、共同⾏動の可能性 
地域の経験は、送電網インフラを統合し、輸送回廊を構築するには、強⼒な国境を越えた協⼒が重要であ
ることを⽰している。地域送電網相互接続とゼロエミッション貨物回廊はどちらも、技術基準、費⽤分
担、資⾦調達、ガバナンスの調整で同様の課題に直⾯しているため、成功するには緊密な国境を越えた協
⼒が必要である。送電網インフラについては、中⽶と東南アジアでの国際的な経験から、投資を解き放
ち、信頼性の⾼い地域相互接続を実現するには、永続的な制度的枠組み、政治的合意、調和のとれた計画
が不可⽋であることが⽰されている。欧州と東アフリカでの経験から、ゼロエミッションのトラック回
廊を推進するには、複数国による投資パッケージ、⼤容量充電をサポートするための協調的な送電網拡
張、⾞両と充電基準に関する規制の調整が必要であることがわかる。いずれの場合も、協⼒は投資家に確
実性を提供し、クリーンなインフラの展開を保証し、コストを削減するとともに、エネルギー転換を加速
するシームレスな国境を越えた事業を可能にする。 
 
国際協定は、ニアゼロエミッションの鉄鋼⽣産への投資リスクを軽減できる可能性がある。鉄鋼⽣産者
が指定量のニアゼロエミッションの鉄を購⼊することを約束するオフテイク契約は、エネルギーコスト
の⾼い国の鉄鋼メーカーの競争⼒を⾼め、低コストの再⽣可能エネルギー資源を豊富に持つ鉄鋼輸出国
にバリューチェーンの上位に進出する機会を提供する可能性がある。⽣産競争⼒が最も⾼い地域に焦点
を絞ることで、オフテイク契約は新たなニアゼロエミッションの鉄鋼⽣産施設への投資を可能にする上
で重要な役割を果たす可能性がある。このアプローチへの関⼼の⾼まりは、オーストラリア、カナダ、ド
イツ、ナミビア、スウェーデンのプロジェクトに⾒られる。関係国の政府間で費⽤分担や基準に関する⼆
国間協定を結ぶことは、企業が投資する⾃信を与える上で重要になるであろう。 
 
サプライチェーンの連携は、安全保障、経済、気候⽬標の達成に具体的な進展をもたらし、新興市場に機
会を提供する。クリーンエネルギー技術へのアクセスは気候⽬標の達成に重要であるが、その重要性は
気候変動の領域をはるかに超え、産業政策や経済政策の重要な検討事項となっている。エネルギー転換
は、エネルギー技術とその部品に対する世界的な需要が⾼まる中、新興市場・発展途上国（EMDE）が競
争上の優位性を活⽤し、製造能⼒を開発し、バリューチェーンの上位に進出する機会を提供する。クリー
ンエネルギー技術のサプライチェーンに関する連携はいくつかの主要分野で勢いを増しているが、サプ
ライチェーンの脆弱性のマッピング、技能移転と研究開発活動の拡⼤、共通基準の策定など、強靭で多様
化されたサプライチェーンを構築するためのさらなる取り組みが必要である。 
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COP30 およびそれ以降を⾒据え、肥料分野の転換を推進するための
重要な局⾯ 
エネルギーと農業は、今年の気候サミットにおける主要なテーマである。ブラジルは、エネルギーと農業
を⾏動計画の中核となるテーマの柱と位置付け、開発と排出量削減の取り組みにおける中⼼的な役割を
認識している。肥料は世界の農業・⾷料システムにとって重要な投⼊物であり、⾼い作物収量を維持し、
増加する世界⼈⼝への⾷糧供給を可能にしている。同時に、肥料は膨⼤な量のエネルギーを消費し、世界
の温室効果ガス排出量の約 2.4%を占めている。したがって、排出量削減の取り組みは、世界の最貧困層
が⼿頃な価格で⼊⼿できる⾷料を犠牲にして⾏われるべきではなく、むしろ、排出量削減の取り組みが
公平かつ持続可能な成⻑を⽀えるものであるべきである。 
 
肥料からの排出量削減は、⽣産者、政府、農家、⺠間セクター間の国際協⼒を通じて、より迅速かつ容易
に実現できる。本報告書は、「2024 年農業ブレークスルー・アジェンダ報告書」に基づき、基準・認証、
需要管理・創出、国際⾦融・投資、研究・イノベーションの分野における協⼒の優先事項を特定している。 
 
国際基準と調和のとれた枠組みは、進歩の基盤となる。低排出・ほぼゼロ排出の肥料、ライフサイクル排
出量の算定・認証制度に関する合意された定義は、市場全体で公平な競争条件を整えるために不可⽋で
ある。⼟壌健全性指標とモニタリング枠組みに関する協調的な⾏動は、⽣産⾰新を栄養利⽤効率、作物収
量、そして⽣態系の回復⼒の向上に結び付けることができる。 
 
低排出肥料への需要創出は、主要市場が⾜並みを揃えて⾏動することでより効果的になる。公共調達、ブ
レンドファイナンスメカニズム、⻑期オフテイク契約といった国際的な協調的な取り組みは、クリーン
な⽣産を促進する強⼒な市場シグナルを発することができる。⾷料価格の⼿頃さと農家の収益性を維持
しながら、需要側の対策が気候変動⽬標と整合したものとなるよう、政府と⺠間セクターの共同イニシ
アチブが必要である。 
 
⽣産⾯のイノベーションには、的を絞った投資と政策⽀援が必要である。低排出アンモニアおよび肥料
⽣産技術の規模拡⼤には、初期段階の資⾦調達、技術⽀援、そして国境を越えた政策の整合性が不可⽋で
ある。特に新興・途上国（EMDE）におけるパイロット・プロジェクトや実証プロジェクトは、新技術の
試験と商業展開の実現に不可⽋である。また、エネルギー効率、代替原料、モジュール式施設に関する⽣
産重視の研究開発は、温室効果ガス排出量のさらなる削減につながる。 
 
効果を最⼤化するには、利⽤側の戦略が⽣産の変化を補完する必要がある。養分利⽤効率の向上、⽣物由
来および有機質資材の導⼊、そして状況に応じた⼟壌管理⼿法の導⼊は、施肥による温室効果ガス排出
量の削減に不可⽋である。⻑期的な⼟壌モニタリング、データ共有、そして農家中⼼の介⼊に関する国際
協⼒は、意図しない環境への影響を回避しながら、養分利⽤効率の最適化、収量の向上、劣化した⼟地の
再⽣を実現する、エビデンスに基づくアプローチを可能にする。 

 


